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　一般に乳腺腫瘤の診断は triple test によりなされ
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を標準化したものとして，American College of 
Radiology (ACR）が 作 成 し た Breast Imaging 













































５. 穿刺吸引細胞診（fine needle aspiration；FNA 














６. Triple test の根拠













７. 穿刺針生検（core needle biopsy；CNB）
　従来行われた外科生検に比べ低侵襲，簡便，迅速，
美容的である．また，生検機器の性能向上もあり，
FNA に代わり CNB を選択する施設も増加している．





























































































このような経緯から1979年 National Cancer Institute





































































































　　　ｃ. RFA 前の MRI 像（冠状断)



















まで tamoxifen (TAM）が gold standard として世界
中で使用されてきた39)．閉経前の乳癌術後補助内分泌






癌の内分泌療法では TAM と AI 剤が同等の扱いに
なった．特に AI 剤は３剤，anastrozole (ANA），
exemestane (EXE），letrozole (LET）が使用可能であ
るが，その選択は重要で，また使用時期も initial 
therapy，switch therapy，extended therapy と多様化
してきた．すなわち閉経後女性に対する AI 剤は，タ
モキシフェンとの initial therapy の比較試験40)，ある
いはタモキシフェン２～３年目での switch therapy い
ずれにおいても無再発生存率での優越性が証明され
た．また TAM５年間投与後さらに AI 剤を５年投与
する extended therapy でも有意に無再発生存率の延








はなく，重要な課題である．現在進行中の head to head 
のトライアルとして FACE 試験がある．これはリン
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